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令和５（２０２３）年１月の調査結果



「売上は好転しているが、資材や光熱費の高騰が厳しい」（酒類）、「受注は比較的好調。エネルギー等含む資材

高騰に加え、電子部品の納期問題が続き、装置完成に多くの期間、資金、労力を必要としている」（機械・同部

品）、「物価高による販売価格の改定が完了していない。大手企業のような賃上げ、ベースアップは難しい。」（化

学工業）、「今年に入り売上も利益も予算数値を下回り、厳しい状況が続きそう。特に、電力・ガスの高騰が収益

を圧迫。コロナの影響は軽微になり、作業がまわるようになってきた」（鉄鋼業）、「太陽光パネルを発注してい

るが部材遅れで設置が未定。高騰する電気代やＳＤＧｓ対応として期待している」（金属製品）、「経費の高騰が

厳しさを増し、不透明感が増大。カーボンニュートラル、ＳＤＧｓ等の社会課題まで手が回らない」（金属素形

材製品）、「景況がこの数か月非常に悪い。物価高による消費の冷え込みが効いている」（自動車付属品） 

 １月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同

じ）は、▲１６．５（前月水準▲１８．９）となり、マイナ

ス幅が２．４ポイント縮小した。 

製造業では受注の好調やコロナの影響減少などで業況が改

善、また、サービス業からはＤＸ・サイバーセキュリティ支

援の好調についてコメントがあった。また、年始セールが好

調だった百貨店の業況が改善した。一方、業種全体を通して

原材料、電気代、人件費等、コストの増加は続いており、価

格転嫁が間に合っておらず利益圧迫の声は大きい。 

先行きＤＩは▲１１．６と改善を見込むが、高騰の続く電

気代等の負担増、世界経済情勢の不安定等に対する懸念は強

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

「新学年度にタイミングで昨今の教材の仕入上昇や、光熱費高騰、人件費上昇を説明し、教材費や設備費を値上げ

せざるを得ない」（学習塾）、「物価上昇が続く中、運送費の底上げができず収益悪化。運送費のテコ入れをしないと

業界がどんどん疲弊する」（一般貨物自動車運送）、「ＤＸ、サイバーセキュリティが専門のためマーケットは好況。

同分野の人材は常に不足」（経営コンサルタント）、「電気代が３年前の同月比で２倍強。灯油代も高騰、仕入単価も

１．６倍、給与は３％アップとなり、今後採算の大幅悪化が想定される」（ゴルフ練習場） 

全産業ＤＩはやや改善。先行きは改善を見込むが、電気代等のコスト増、世界経済情勢の不安定感への懸念は強い 

回答期間:令和5年1月24日～令和5年2月2日 調査対象：柏市内150事業所及び組合にヒアリング、回答数104 

柏の景気情報（令和５年１月の調査結果のポイント） 

「コロナが２類から５類に変わればコロナ以前の生活に戻れるので、大きく好転すると思う」（塗装工事）、「物価

高で可処分所得が減っているからか、一般顧客からの畳受注が激減。この時期に畳工事代金を上げるのは心苦しい

が、１月から値上げ敢行」（畳）、「ここ数年仕入先の請求書に単価の値上げ案内が毎回同封されている。１年間の

間に２～３回の値上げに何も抵抗できずに従う状態だが、当社から取引先には反映する事ができない」（とび） 

「燃料高、人件費の値上がりが仕入価格にも影響を及ぼし、利幅減少」（花・植木小売）、「年末年始商戦ではカニ

など例年より価格が高騰した商品は苦戦。帰省土産はよかった」（大型小売店）、「セール需要も高まり、年末から

継続して被服・雑貨は２ケタ伸長。一方、生活防衛意識が影響し食物販鈍化傾向」（百貨店）、「主原料である卵の

品不足が過去にないほど深刻」（洋菓子店）、「販売も仕入も段階を踏んで高騰しており、買いだめと買い控えが繰

り返されている」（各種商品小売）、「昨年１１～１２月は好況が続いたが、１月は一転して客単価、売上ともに悪

化。例年１～２月は売伸びないが、今年は昨年よりも冷え込んでいる。顧客の購買行動にも積極性が見られず、ま

すます消費が冷え込まないか危惧している」（ペット用品小売）、「例年通り年末は客足、売上ともに好調で、年明

けは例年通り客足が伸び悩んでいる。景気後退や原材料高騰ニュースの影響を受けやすく、今後の客単価減少を

懸念。青果小売は価格転嫁が難しいものの、タイミングを見て値上げを検討せざるを得ない状況」（野菜・果実小

売）、「世界的に金利が上昇し、世界経済全体が悪くなっている気がする」（産業機械器具卸売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．５に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．４で、柏の方がマイナス幅が１．９ポイント小

さい。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、製造業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸・小売業

であり、サービス業は１０ポイント以上悪い。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.5 ▲ 26.3 ▲ 8.3 ▲ 32.4  8.6

▲ 18.4 ▲ 25.1 ▲ 16.9 ▲ 27.1 ▲ 8.8

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 5.8 ▲ 36.8 ▲ 4.1 ▲ 8.1  21.7

▲ 2.6 ▲ 17.1 4.2 ▲ 12.8 7.8

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.5 ▲ 31.5 ▲ 25.0 ▲ 21.6  13.0

▲ 23.7 ▲ 29.9 ▲ 25.0 ▲ 28.5 ▲ 14.7

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 66.0 ▲ 68.4 ▲ 79.1 ▲ 72.9 ▲ 39.1

▲ 74.5 ▲ 81.4 ▲ 81.3 ▲ 73.7 ▲ 67.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 15.5  10.5  20.8  10.8  21.7

19.2 30.2 11.7 15.7 25.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.5 ▲ 31.5 ▲ 20.8 ▲ 16.2  4.3

▲ 15.9 ▲ 7.8 ▲ 17.7 ▲ 24.2 ▲ 13.5

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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調査期間：2023年1月16日～20日 
 
調査対象：全国の329商工会議所が2,522企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
８月 ▲ 21.0 ▲ 26.4 ▲ 18.9 ▲ 24.8 ▲ 30.7 ▲ 10.2 

９月 ▲ 23.3 ▲ 28.7 ▲ 23.3 ▲ 27.2 ▲ 31.9 ▲ 11.4 

１０月 ▲ 20.7 ▲ 29.9 ▲ 20.1 ▲ 21.1 ▲ 29.4 ▲  8.1 

１１月 ▲ 16.4 ▲ 22.9 ▲ 16.2 ▲ 20.3 ▲ 23.9 ▲  4.5 

１２月 ▲ 18.4 ▲ 27.2 ▲ 14.2 ▲ 16.3 ▲ 32.1 ▲  7.0 

１月 ▲ 18.4 ▲ 25.1 ▲ 16.9 ▲ 17.3 ▲ 27.1 ▲  8.8 

見通し ▲ 19.8 ▲ 20.7 ▲ 17.3 ▲ 15.6 ▲ 30.9 ▲  14.7 
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〇

〇

令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 ▲ 21.2 ▲ 8.4 ▲ 10.2 △ 1.1 ▲ 18.9 ▲ 16.5 ▲ 11.6 ( ▲ 22.1 )

建  設 ▲ 31.5 ▲ 22.7 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 26.3 ▲ 21.0 ( ▲ 35.2 )

製  造 ▲ 25.0 ▲ 16.0 ▲ 26.0 ±0.0 ▲ 9.0 ▲ 8.3 ±0.0 ( △ 9.0 )

卸・小売 ▲ 27.2 ▲ 8.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 ▲ 28.5 ▲ 32.4 ▲ 24.3 ( ▲ 37.1 )

サービ ス ±0.0 △ 12.0 △ 18.1 △ 41.1 ▲ 9.5 △ 8.6 △ 4.3 ( ▲ 19.0 )

令和５年（２０２３年）１月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１６．５（前月水準▲１８．

９）となり、マイナス幅が２．４ポイント縮小した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１１．６（前月水準

▲２２．１）となり、マイナス幅が１０．５ポイント縮小する見通しである。

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

△ 60.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月

ＤＩ値
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

11%

62%

27%
22%

65%

13%
5%

57%

38%

17%

58%

25%

0%

74%

26% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 ▲ 3.0 ▲ 2.8 △ 5.1 △ 10.1 △ 3.1 ▲ 5.8 ▲ 4.8 ( ▲ 8.4 )

建  設 ▲ 21.0 ▲ 36.3 ▲ 35.2 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 36.8 ▲ 10.5 ( ▲ 29.4 )

製  造 △ 4.1 △ 4.0 ▲ 17.3 ▲ 17.3 ±0.0 ▲ 4.1 ▲ 8.3 ( △ 13.6 )

卸・小売 ▲ 6.0 △ 11.7 △ 36.1 △ 25.0 △ 8.5 ▲ 8.1 ▲ 13.5 ( ▲ 22.8 )

サービ ス △ 8.6 ±0.0 △ 9.0 △ 47.0 △ 14.2 △ 21.7 △ 17.3 ( △ 9.5 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．８（前月水準▲

８．４）となり、マイナス幅が３．６ポイント縮小する見通しである。

○

【売上について】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５．８（前月水準△３．１）と

なり、プラス幅が８．９ポイント縮小した。

▲ 50.0
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△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月

ＤＩ値
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売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設
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卸・小売

サービス

22%

50%

28% 35%

52%

13% 24%

43%

33%

25%

46%

29%

0%

63%

37%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 ▲ 28.2 ▲ 16.9 ▲ 25.5 ▲ 14.6 ▲ 26.3 ▲ 16.5 ▲ 17.4 ( ▲ 23.1 )

建  設 ▲ 36.8 ▲ 31.8 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 31.5 ▲ 10.5 ( ▲ 41.1 )

製  造 ▲ 29.1 ▲ 24.0 ▲ 47.8 ▲ 43.4 ▲ 45.4 ▲ 25.0 ▲ 20.8 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 27.2 ▲ 20.5 ▲ 22.2 ▲ 9.3 ▲ 25.7 ▲ 21.6 ▲ 32.4 ( ▲ 42.8 )

サービ ス ▲ 21.7 △ 8.0 △ 4.5 △ 29.4 ▲ 4.7 △ 13.0 △ 4.3 ( ±0.0 )

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．５（前月水準▲２６．

３）となり、マイナス幅が９．８ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．４（前月水準

▲２３．１）であり、マイナス幅が５．７ポイント縮小する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 ▲ 69.6 ▲ 67.9 ▲ 77.5 ▲ 77.5 ▲ 74.7 ▲ 66.0 ▲ 65.0 ( ▲ 60.0 )

建  設 ▲ 57.8 ▲ 68.1 ▲ 70.5 ▲ 76.4 ▲ 76.4 ▲ 68.4 ▲ 52.6 ( ▲ 52.9 )

製  造 ▲ 95.8 ▲ 96.0 ▲ 100.0 ▲ 95.6 ▲ 95.4 ▲ 79.1 ▲ 87.5 ( ▲ 81.8 )

卸・小売 ▲ 75.7 ▲ 67.6 ▲ 77.7 ▲ 75.0 ▲ 80.0 ▲ 72.9 ▲ 72.9 ( ▲ 65.7 )

サービ ス ▲ 43.4 ▲ 40.0 ▲ 59.0 ▲ 58.8 ▲ 42.8 ▲ 39.1 ▲ 39.1 ( ▲ 33.3 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６５．０（前月水準

▲６０．０）となり、マイナス幅が５．０ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６６．０（前月水準▲７４．

７）となり、マイナス幅が８．７ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0
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月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 △ 13.1 △ 17.9 △ 17.3 △ 23.5 △ 15.7 △ 15.5 △ 20.3 ( △ 17.8 )

建  設 △ 21.0 △ 27.2 △ 5.8 △ 35.2 △ 17.6 △ 10.5 △ 36.8 ( △ 17.6 )

製  造 △ 12.5 △ 12.0 △ 13.0 △ 17.3 △ 18.1 △ 20.8 △ 16.6 ( △ 18.1 )

卸・小売 △ 12.1 △ 14.7 △ 22.2 △ 18.7 △ 5.7 △ 10.8 △ 13.5 ( △ 8.5 )

サービ ス △ 8.6 △ 20.0 △ 22.7 △ 29.4 △ 28.5 △ 21.7 △ 21.7 ( △ 33.3 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．３（前月水準

△１７．８）となり、プラス幅が２．５ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】
○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１５．５（前月水準△１５．

７）となり、プラス幅が０．２ポイント縮小した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

±0.0
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△ 40.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和４年 令和５年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全産業 ▲ 24.2 ▲ 16.0 ▲ 10.2 ▲ 12.3 ▲ 12.6 ▲ 15.5 ▲ 16.5 ( ▲ 21.0 )

建  設 ▲ 26.3 ▲ 18.1 ▲ 17.6 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 31.5 ▲ 26.3 ( ▲ 29.4 )

製  造 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ▲ 17.3 ▲ 30.4 ▲ 9.0 ▲ 20.8 ▲ 29.1 ( ▲ 22.7 )

卸・小売 ▲ 21.2 ▲ 26.4 ▲ 8.3 ▲ 9.3 ▲ 14.2 ▲ 16.2 ▲ 21.6 ( ▲ 25.7 )

サービ ス ▲ 17.3 ±0.0 ±0.0 △ 5.8 ▲ 9.5 △ 4.3 △ 13.0 ( ▲ 4.7 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．５（前月水準▲１２．

６）となり、マイナス幅が２．９ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１６．５（前月水準

▲２１．０）となり、マイナス幅が４．５ポイント縮小する見通しである。

○

○
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資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 16.5全国▲ 18.4
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全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 5.8 全国▲ 2.6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 16.5全国▲ 23.7

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 66.0全国▲ 74.5

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 15.5 全国 19.2

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 15.5全国▲ 15.9

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国



業種別

【業種別】業界内トピックス

建設業

製造業



【業種別】業界内トピックス

卸・小売業

サービス業



附帯調査結果（１）

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について
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〇インボイス制度を知っていますか
知っている 94.9%
知らない 5.1%

〇インボイス制度の内容について
理解している 27.3%
おおよそ理解している 56.6%
よく分からない 16.1%

〇インボイス制度導入に対する準備状況について

インボイス制度について

附帯調査結果（２）



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

35
62.5%
68.6%

回答数
69.3%
回収率調査産業 調査対象数

150
32

104全 産 業

48

建   設 20
24
37

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

35 23 65.7%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

77.1%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１５０事業所及び組合にヒアリング

令和５年１月２４日 ～ 令和５年２月２日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


